






































































































































































































































































































正訓字 訓仮名 音仮名 なし 不明 計
用例数 8695 532 4480 78 643 14428
割合（％） 60 4 31 1 4 100
用例数 3056 964 511 84 69 4684
割合（％） 65 21 11 2 1 100
用例数 126 10 34 3 1 174















































の直後を避けようという意識はそれほど見られ 。むしろ積極的に訓仮名の直後という表記環境を選んでいる に見え 。仮名の表記環境として問題となるの 、直前が正訓字であるか仮名であるかではなく、訓用法であるか音用法 あるか のである
（１０）
。 歌の表記のように言葉の形を明らかにする必要があ
る場合、漢字万葉仮名交じり表記において、漢字を見 際 どのようによむかという選択肢は 大きく「 」 「音」か 二通りが思いつくはずである。訓でよむ際はよんだ後に用法が正訓か訓仮名かを確かめるという順にな 。 音でよむ際 も 『万葉集』においては少ないが、漢語か音仮名かを確かめ ことがあり得る。少なくとも『万葉集』の訓字主体 用
（4）
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正訓字 訓仮名 音仮名 なし 不明 計
用例数 372 117 250 4 18 761
割合（％） 49 15 33 1 2 100
用例数 837 99 92 3 20 1051
割合（％） 80 9 9 0 2 100
用例数 48 16 7 1 0 72

















表記環境に関する以上の結果から、 『新撰万葉集』 にも、 『万






















































































その内実は正訓字と訓仮名と音 という異なる用法の文字が存在しており、読者はそ つど文字を判断していく必要があった。判断する際にまず考えられたのは漢字を音でよむか訓でよむかであり、言葉の形を捉えた上で、 用法が漢字であるか仮名であるかが考えられたであろう。そして、音 の判断を容易にするため、訓仮名 直前の文字が訓用法である環境に、音仮名は直前の文字が音仮名である環境に使用す という、仮名の表記環境を意識した用字がなされた。
 
このことから、漢字万葉仮名交じり表記の表記者が、音仮名














体表記を巻一～四、 六～十三、 十六 十三巻およびその表記と定義し、仮名主体表記巻および仮名主体表記を巻五、十四～十五 十七～二〇の七巻およびその表記と定義す 。 本稿で訓字主体表記巻 巻十九を含めない理由は、この巻に訓 使用例 七例と極端に少なく、訓仮名使用の観点から見た性格 しては仮名主体表記巻に近いも と思われるからである。
 









（４）直前の文字用法としての分類 表 煩雑化を避けるためいまとりあえず二合仮名を音仮名 中に含めて分類する。
 






















を底本としている。 底本によって が書 れる表記環境に差がある可能性もあるが、本稿ではそれを考慮してい い。諸本間の表記のゆれによる傾向の違いについては機会を改めて調査したい。
 
（８）稲岡（一九六五）では七七例としている。訓を別本により定めていることや、例外 認 本稿と 異なるた と思われる。
 
（９）表記環境による文字使用の傾向 、表記者が読者を想定したことによる意識的なもので のか、 無意識による自然な現象 あるのかについ は、一考される必要がある。意識・無意識 ついて 一方の可能性を完全に排除して他方を証明すること かなり困難であるが、「等」の例のように、一つの漢字 幾通りにもよめ 事実 った上で表記環境 って使用傾向が異な 場合は、 そこ 意
識的な配慮があると見て良いのではないだろうか。
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